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職
員
接
遇
研
修
会

　　

西
宮･

芦
屋
支
部
は
２
月
15
日
、
西
官
市
大

学
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
職
員
接
遇
研
修
会
「
接

遇
の
基
本
と
ク
レ
ー
ム
対
応
」
を
開
催
。
講
師

は
毎
回
好
評
の
水
原
道
子
先
生(

大
手
前
短
期

大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
教
授)

が
務

め
、
18
医
療
機
関
か
ら
42
人
が
参
加
し
た
。
司

会
を
務
め
た
安
岡
眞
奈
美
先
生(

西
宮
市
・
安

岡
ク
リ
ニ
ッ
ク)

か
ら
い
た
だ
い
た
当
日
の
ま

と
め
を
紹
介
す
る
。

　

水
原
先
生
は
、
当
協
会
で
は
同
演
目
に
て
、

数
度
講
演
を
さ
れ
て
い
る
講
師
で
す
が
、
毎
回

好
評
で
土
曜
日
午
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
42
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

（
１
）
基
本
の
確
認　

　

①
挨
拶　

｢

笑
顔
で
、
明
る
く
、
自
分
か
ら｣

ま
ず
挨
拶
を
し
ま
し
ょ
う
！　

朝
10
時
半
ま
で

は｢

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す｣

、
10
時
半
過
ぎ

か
ら
は｢

こ
ん
に
ち
は｣

と
。
た
と
え
パ
ソ
コ

ン
に
向
か
っ
て
い
て
も
手
を
止
め
、
相
手
の
顔

を
見
て
、
け
っ
し
て
流
れ
仕
事
は
し
な
い
で
挨

拶
す
る
。

　

言
薬
が
け
は
、
患
者
に
安
心
と
信
頼
を
伝
え

る
。
患
者
が
、
自
分
の
フ
ァ
ン
に
な
る
よ
う
に
、

ま
ず
好
か
れ
る
こ
と(

明
る
く
、
や
さ
し
く
、

ち
ょ
っ
と
控
え
目
に)

、
信
頼
さ
れ
る
こ
と(

こ

れ
は
医
療
上
の
知
識
、
技
術
、
記
憶
力
も
重
要)

が
基
本
。
右
肩
を
少
し
下
に
し
た
姿
勢
に
す
る

と
、
威
圧
感
が
な
く
好
ま
れ
る
。

　

②
言
葉　

｢

目
を
見
て
、
笑
顔
で
、
心
を
向

け
て｣ 明

日
か
ら
生
か
せ
る
楽
し
い
研
修

　

 　

  

講演の合間には参加者同士の実技も取り入れ、楽しい研修となった

講師紹介する司会の安岡先生

　

雨
の
降
り
出
し
に
帰
る
患
者
さ
ん
に
、｢

お
気

を
つ
け
て｣

だ
け
で
な
く
、｢

傘
を
お
持
ち
で
す

か
？｣

と
、
貸
し
傘(

実
際
は
百
均
の
傘
を
差
し

上
げ
る
つ
も
り
で)

を
用
意
す
る
。
家
族
同
伴
の

患
者
さ
ん
に
は
、
家
族
の
方
へ
の
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
も
忘
れ
ず
に
。

　

③
電
話　

明
る
く
は
っ
き
り
と
話
し
ま
し
ょ

う
。｢

正
確
に
、
分
か
り
や
す
く
、
謙
虚
に｣

　

２
回
目
コ
ー
ル
で｢

○
○
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す｣

と
と
る
。
３
回
コ
ー
ル
な
ら｢

お
待
た
せ
し
ま
し

た｣

、
４
回
コ
ー
ル
な
ら｢

大
変
お
待
た
せ
し
ま

し
た｣

。
声
の
調
子
は
、
語
尾
が
消
え
入
り
そ
う

な
感
じ
で
や
さ
し
く
。

(

２
）
ク
レ
ー
ム
対
応
の
基
本
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

～
「
人
、
場
所
、
時
を
変
え
る
」
・
３
変
の
ル
ー

ル
～

　

他
の
患
者
さ
ん
の
前
で
ク
レ
ー
ム
が
出
た
ら
、

ま
ず
、
そ
の
場
で
の
処
理
は
避
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
と
り
あ
え
ず
待
合
か
ら
別
室
に
移
し
て
、

(

コ
ー
ヒ
ー
で
も
出
し
な
が
ら)

よ
り
上
司
の
人

ま
た
は
恰
幅
の
い
い
人
の
対
応
が
望
ま
し
い
。
さ

ら
に
、
後
日
の
面
談
対
応
も
必
要
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
一
番
の
根
本
は
ク
レ
ー
ム
が
起
き
な

い
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
、
そ
れ
に
は

日
々
の
言
動
に｢

手
を
掛
け
、
言
葉
を
掛
け
、
心

を
掛
け
る｣

。

　

以
上
、
帰
り
に
は｢

楽
し
い
２
時
間
の
講
演

で
、
自
分
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
を
も
う
一
度
見

直
し
、
明
日
か
ら
生
か
し
て
い
こ
う
！｣

と
い
う
、

表
情
の
参
加
者
の
お
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

【
西
宮
市
・
安
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク　

安
岡 

眞
奈
美
】

《
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
一
部
抜
粋
》

・
身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
先
生
の
よ
う
に
実

践
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
あ
ら
た
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
普
段
疑
問
に
思
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
解
消
で
き

ま
し
た
。
と
く
に
電
話
で
の
対
応
に
不
安
を
持
っ

て
い
た
の
で
今
日
の
研
修
会
に
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

・
改
め
る
点
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ

と
し
た
心
遣
い
、
気
配
り
、
来
週
か
ら
改
善
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
常
に
忙
し
い
と
な
か
な
か
患
者
さ
ん
の
話
を
聞

く
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
の
お
話
し
を
聞

く
中
で
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
く
姿

勢
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

挨拶の仕方から解説する水原先生

第 21 回医療過誤訴訟セミナー
【日　時】　4月5日 ( 土 )15時～ 17時

【会　場】　西宮市民会館 501 号室

【テーマ】　「患者さんとのやり取りで

　　　　　　　　    気をつけること」

【講　師】　大阪市・米田泰邦法律事務所

　　　　　　　　鵜飼　万貴子　先生

支部お花見会
日時 ：4月5日 (土 ) 18 時～

会場 ：夙川公園
　　　　（西宮市立夙川公民館の西側）

　
※小雨決行（休憩所として雨をしのげる小さな店舗を借りておりますが、　

　　荒天の場合は中止とさせていただきます）。お申し込みの先生には、詳

　　しい地図をお送りいたします。

　
ご家族やスタッフの皆様とお誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください！

◆上記企画のお申込み・お問い合わせは、協会事務局 岡林・山田・伊藤まで Tel；078-393-1803、Mail；yamada-t@doc-net.or.jp ◆



（２）２０１４年３月５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）

　日　時 ：3月19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

英
会
話
は
耳
と
口
の
筋
ト
レ
が
大
切

講師の Conroy 氏（右）と司会を務める坂尾先生（左）

　

１
月
17
日
、
西
宮
医
療
会
館
で
「T

a
l
k
i
n
g
 

a
t
 
t
h
e
 
c
l
i
n
i
c
 
&
 
J
a
u
n
d
i
c
e
,
 
A
b
d
o
m
i
n
a
l
 

D
i
s
t
e
n
t
i
o
n
,
 
R
e
c
t
a
l
 
B
l
e
e
d
i
n
g

（
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
の
対
話
、
腹
部
の
症
状
）
」
を
テ
ー
マ
に
、「
話

せ
る
英
語
で
診
療 

M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h
 

＃
39
」

を
開
催
。R

o
b
e
r
t
 
C
o
n
r
o
y

氏
が
講
師
、
坂
尾

福
光
先
生
（
西
宮
市
・
ビ
ュ
ー
ハ
イ
ツ
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
が
司
会
を
務
め
た
。
参
加
者
か
ら
い
た
だ

い
た
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

１
月
17
日
、
保
険
医
協
会
の
「
話
せ
る
英
語
で

診
療
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

R
o
l
e
 
P
l
a
y
i
n
g

で
は
、
腹
部
の
症
状
や
訴

え
、
問
診
の
様
子
が
充
実
し
て
い
て
、R

o
b
e
r
t
 

C
o
n
r
o
y

　

先
生
の
英
語
も
聞
き
取
り
や
す
く
解
り

や
す
か
っ
た
。

　

実
は
３
月
に
タ
ス
マ
ニ
ア
に
行
こ
う
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
薬
を
持
ち
込

む
に
は
、
英
文
の
診
断
書
と
処
方
箋
を
持
参
し
て

い
な
い
と
入
国
拒
否
さ
れ
る
と
い
う
の
で
、
診
断

書
のF

o
r
m

を
知
り
た
い
と
思
い
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

海
外
旅
行
で
困
る
の
は
、
や
は
り
腹
部
症
状

で
あ
る
。
昔
、
ペ
ル
ー
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
で
ひ

ど
い
高
山
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
猛
烈
な
頭
痛

（
キ
リ
キ
リ
と
針
金
で
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
）

S
p
l
i
t
t
i
n
g
 
h
e
a
d
a
c
h
e
 

、
吐
気
嘔
吐
、
寒
気
に

襲
わ
れ
た
。
現
地
の
ド
ク
タ
ー
に
、
「D

o
 
y
o
u
 

h
a
v
e
 
d
i
a
r
r
h
e
a
 
?

」 

と
聞
か
れ
た
。
同
行
の
添

乗
員
が
「
ダ
イ
ア
ロ
エ
っ
て
何
だ
？
」
と
叫
ん
だ
。

私
は
苦
し
い
息
の
中
で
、
「
下
痢
！
」
と
叫
ん
だ
。

や
は
り
単
語
は
知
っ
て
い
な
い
と
ダ
メ
だ
。
英
会

話
は
、
耳
も
大
事
だ
が
、
英
語
を
話
す
口
の
筋
ト

レ
が
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

【
芦
屋
市
・
矢
野
眼
科
医
院　

矢
野 

千
賀
子
】

英
語
で
診
療M

edical English

＃
39

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
１
月
24
日
と
２
月
28

日
に
西
宮
医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。

そ
れ
ぞ
れ
３
人
、
４
人
が
参
加
し
た
。

【
報
告
】

①
会
員
忘
年
会
（
12
・
28
）

②
英
語
で
診
療　

M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h
 

＃
39

（
１
・
17
）

③
職
員
接
遇
研
修
会
（
２
・
15
）

④
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
勉
強
会
（
２
・

22
）

【
予
定
・
企
画
】

①
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
（
３
・
25
）

②
第
21
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
４
・

５
）

③
支
部
お
花
見
会
（
４
・
５
）

④
新
規
開
業
医
交
流
会
（
５
・
10
）

⑤
市
民
公
開
文
化
講
演
会
（
５
・
17
）

⑥
第
34
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会

（
７
・
19
）

⑦
英
語
で
診
療　

M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h
 

＃
40

⑧
酒
蔵
見
学
会

⑨
第
13
回
胸
部
Ｘ
ー
Ｐ
読
影
会

⑩
心
肺
蘇
生
研
修
会

⑪
放
射
線
ク
リ
ニ
ッ
ク
見
学
会

⑫
第
25
回
日
常
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

【
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
30
回
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会
（
１
・

12
）

②
２
・
15
近
畿
総
決
起
集
会
（
２
・
15
）

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

  西宮 ･ 芦屋支部 市民公開講演会

チベット人声楽家バイマーヤンジンさんが語る
 チベットと日本 ､異文化を超えて
 日　時 ：5月17日 ( 土 ) 14時30分～ ( 開場 14 時 )   

 会　場 ：西宮市立勤労会館大ホール（JR西宮駅から南へ徒歩 10 分）

 お話し ：チベット人声楽家  バイマーヤンジン　氏

   
　阪神淡路大震災、中国・四川大地震、

そして東日本大震災の被災地で祈り

の歌を届けられている、チベット人

声楽家のバイマーヤンジンさんに、

チベットと日本の文化・教育・医療

について語っていただきます。

　多数のみなさまのご参加をお待ち

しております！

入場無料
※どなたでもご参加いただけますが、できる　

限り事前のお申込みをお願いいたします。

　お問い合わせは、協会事務局

  岡林・山田  Tel:078-393-1803 まで

 2014 年診療報酬改定研究会 ( 医科 )
【日　時】  3月25日 (火 ) 14 時～ 16時

【会　場】　西宮市勤労会館大ホール

　　　　 　 　西宮市松原町 2-37　（TEL）0798-34-1662　

【参加費】　無料
　　　　  　※協会より送付した案内葉書をご持参ください。

【講　師】　岩下内科クリニック 岩下 敬正 先生

　　　　 　川﨑医院　        川﨑 史寛 先生

           中島クリニック   　中島 敏雄 先生

　※お問い合わせは協会事務局 山田・伊藤 078-393-1803 まで


